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　夫々の歴史と伝統を持った3博物館、刑事博物
館・考古学博物館と商品陳列館は大学附属博物館
として独自の発展をとげ、これまで学内外に少な
からざる寄与をしてきた。しかし社会の諸状況の
急速な進展、特に報道、出版関係との広範にして
多岐にわたる対応、更に近年における社会教育、
生涯教育等々、博物館と直接関係する諸点との対
応については必ずしも充分ではなかった。社会の
動きに対する博物館のそれは、極言するならば新
幹線と人の歩みとの違いで、ここに生ずる溝は大
きく開くばかりである。このまま腕をこまねいて
黙視しているならば、社会に取り残され、形骸化
した博物館になるのは目前のことである。
　こうしたおり、1991年4月、大学機構改革の一
端として、博物館事務室が設立され、3館統合の
第一歩を踏み出した。博物館が激動する社会のニ
ーズに対応するには、3館の統合がまず先決問題
であった。
　しかし異質の3館が統合することは、口で言う
程容易なことではない。3館の独自性を無くして
は統合の意味はない。この点を念頭に、3館職員
の結束、これが前途をはばむ多くの障害を、地道
に排除して行った。一番大事なのは、博物館職員
の強い団結で、博物館の置かれた危機感、たとえ
ば1館でも足並みが揃わねば今後の前進はおろか、
博物館の博物館としての存在意義もない、という
連帯意識であった。
　統合当初は試行錯誤もあった。固定している施
設の規模、増えない予算と人、これらの愚痴をこ
ぼしたところで、新たな生産は何もない。一私立
大学の附属博物館として、小さくまとまり、ふき
つける社会の風を、頭を下げて通りすごすごとは
簡単である。しかし、博物館は守りにまわったら
もう存在意義はない。大仰かもしれないが、古く
から、座して云々……という言葉がある。博物館
は現在でもあまりにも多忙であり、業務量も限界
にきている。こうした中で、博物館のより発展の
ため、守りから攻めへの転換、そして新しいもの
への挑戦が我々職員に課された、一つの活路であ
った。
　その一つとして、既定の予算の合理的な利用を
検討し、まずその最初として、季刊「みゅうじあ
む　あいず」（1995年春）を出した。これは別に「明
治大学博物館インフォメーション1」とあるよう
に、3館の学内外への強力な宣伝を意図したもの
で、出して間もないのにかかわらず、多くの好評
を得ている。
　それに次ぐのが、この「明治大学博物館年報」
第1集である。博物館の現在の、そして日常業務
の記録化で、この集大成が博物館の歴史となる。
換言するならば、この年報は博物館の歴史の証言
である。従来各館個別であった年報を、前述した
各館の独自性を念頭にしてここにまとめた。本年
報の刊行は、一見してさしたることもないように
思われようが、しかし実務担当者にとって苦労の
連続であった。
　今後博物館の進むべき道を展望すると、これま
でにも増して道は険しくこ多くの問題が山積して
いる。しかしこれとても、館職員の団結によって
必ず克服できることを信じ、序にかえる次第であ
る。
　　　　　　（博物館付調査役・前博物館事務長）
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